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現在の宗谷本線は、旭川（正確には新旭川駅）より

北側では分岐線は１本もありません。宗谷本線だけが、

ひたすら最北の稚内を目指しています。

しかしかつては、この音威子府駅から「天北線（て

んぽくせん）」という、北へ向かうもう一つの路線が

ありました。この天北線は、オホーツク海沿岸の「浜

頓別（はまとんべつ）」を経由して、南稚内駅で再び

宗谷本線と合流していました。営業していた時代には、

急行列車や夜行列車も走っていました。

私は天北線が営業していた時には何度も、それに廃

止後も何度か廃線跡を歩いたことがあります。全線歩

くのは無理なので、音威子府駅の周辺と、浜頓別駅の

周辺だけです。スケッチブックにはその時の記録が残

っていました。「オッチャン」というのは浜頓別で知

り合った古い友人のことです。

音威子府駅を出た宗谷本線の列車は「幌延（ほろの

べ）」という駅に停まります。この駅も分岐駅の一つ

でした。幌延～留萌（るもい）間の、太平洋側を結ぶ

長大な路線でした。私は学生時代に一度だけ乗ったこ

とがあります。当時はまだ「国鉄羽幌線」でした。普

通列車でひたすら長い汽車旅だったこと、太平洋の夕

日が美しかったこと、それに「こんな小さな駅にも駅

員さんが働いているのか」と思った記憶があります。

現在は主な駅跡と、国道だけが残っていて「オロロン

ライン」という愛称で呼ばれています。



その幌延駅を過ぎると、いよいよ人に気配が少ない

地帯に入ります。幌延の隣駅の「糠南駅」も「下沼駅」

も乗降客が少なく、存続が危ぶまれている駅です。

南稚内までの駅で、人の生活がしっかり感じられる

最後の駅が「豊富駅」です。以前この駅の近くにある

「豊富温泉」に泊ったことがあります。旅館と称して

いましたが、どちらかと言うと民宿でした。その頃は

それなりに栄えていましたが、今はすっかりさびれて

しまっています。豊富の次は「兜沼（かぶとぬま）」

ですが、この駅も何度も廃止の危機に陥っています。

学生時代に「兜沼キャンプ場」で、仲間７人とキャン

プをした思い出の駅です。

兜沼駅を過ぎると、列車はなだらかな宗谷丘陵の中

を進みます。もう人家はほぼ見かけなくなし、時々牧

草地や牛の姿が見えるだけです。

（産総研地質図）

このあたりの宗谷丘陵は、「新生代・第四紀・チバ

ニアン期」の地層が点在しています。列車の車窓に見

える風景を地質図にあてはめて眺めると、またちがっ

た見え方になって、とても楽しいです。

南稚内の手前には、宗谷本線随一の大パノラマが待

っています。冬はこんな景色になり、遠くの洋上に「利

尻富士（りしりふじ）」が見えるのです。

この区間では列車は徐行運転をしてくれます。残念

ながら洋上は霞んで、利尻富士（利尻岳）は「見えた

気がしただけ」で、実際は見えなかった、と思います。

しかし車内には「見えた！」と言う方もいました。


